
本本研研究究ののモモチチベベーーシショョンン

ワークプレイスプランニングの課題

anyWhere to Work計計算算のの基基礎礎ととななるるパパララメメーータタ
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自宅

3rdプレイス

センターオフィス

同居

独居 or
仕事部屋あり

ブース

会議室

 
カジュアル

コミュニケーション
エリア

カフェ

レンタル
ボックス

図書館

食事? 飲み物?

誰が来ている?

暑い? 寒い?

どこ(都心? or 郊外?)

天気?

ファシリティマネジャー

オープンデスク
エリア

通勤時間

シェアード
オフィス

” ハイブリッドワーク”/”ABW”

“今日は xxxxをしたい,
さて、どこで仕事しよう?”

?
何人会社に来るだろう?

どういったエリア・サービスが必要?
各エリアが何か所? 何席必要? 

?

ワーカー

ココンンテテキキスストト ククララスス 制制御御 実実数数値値 各各次次元元値値 ベベククトトルル

職種 管理

合計
100%

20% 0.2

{0.2,0.8,0,0,0}
調整 80% 0.8
企画 0
研究開発 0
営業 0

室内温度 22℃〜24℃
排他的
選択

23.5℃ 1
{1,0,0}24℃〜26℃ 0

24℃〜28℃ 0
⋮ ⋮

天気
(降水確率)

0%

排他的
選択

0

{0,0,0,1,0}
10%〜40% 0
50% 0
60%〜90% 70% 1
100% 0

⋮ ⋮

the Context of Workplace ベベククトトルル：{ 0.2,0.8,0,0,0, 1,0,0, ⋯, 0,0,0,1,0 ⋯ }

一意に決めにくいものは、
コンテキストの全クラスの合計
が100%になるようにし、
その割合をベクトル値とする

室内環境等は「快適」の範囲内
のときにベクトル次元値を１と
するが、
いくつかのクラスに分け、パー
ソナルコンテキストベクトル
(pcv)により個人の優先度を包
含

数値の等間隔ではなく、
人間の感覚的なクラスに分ける
100%: 絶対に雨が降る、
60%〜90%: おそらく雨が降る• 現状(結果)に対する分析であり、未来を予測するツールに

なっていない

• さまざまな分析を統合的に使用できるツールが無い 

ワワーーカカーーののハハッッピピーーななワワーーククラライイフフをを実実現現ししたたいい！！
そのために、

コンピュータによって計算する手法の構築を試み、
よりデータドリブンなプランニング方法を
ファシリティマネジャーに提供したい！ 

さまざまな状況のもと、
ヒトが働く場(プレイス)を選択する意思決定プロセスを

‘anyWhere to Work’ (略称:aWtW)と命名
このaWtWプロセスの計算方法を解明

ベクトル化できれば様々な計算が可能！
この‘The Contexts of Workplace’ベクトルを使って、

aWtW計算方法を構築

aWtWプロセスに影響するさまざまな情報を
aWtWという文脈に変換してベクトル化

‘The Contexts of Workplace’

建築計画(built environment)等のさまざまな研究・分析は
あるが、 実際のワークプレイスプランニングには

活用されていない



aWtW計計算算ののメメカカニニズズムム

• ３つのベクトル*相関配列によりaWtWを計算

場場(ププレレイイスス)ののレレイイアアウウトトのの特特徴徴をを数数値値化化

• レイアウトの特徴を数値化する’Seating Index’ 
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‘Seat’ :
Ødesk
Ømeeting
Øcasual

‘Neighbor’ :
Ødesk
Ømeeting
Øcasual
Øwindow
Øwall
Øaisle 

‘Seat’ ‘Neighbor’
前(ft) 後(bk) 左(lf) 右(ri)

casual01 casual meeting wall aisle casual
casual02 casual meeting wall casual window
casual03 casual window aisle casual wall
casual04 casual window aisle meeting casual

‘Seat’
‘Neighbor’

前(ft) 後(bk) 左(lf) 右(ri)
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casual01 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0
casual02 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0
casual03 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
casual04 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

‘Seating index’表現

‘Seating index’データフレーム(ベクトル要素)

‘Seat 
type’

‘Building 
element’

mtg
03

mtg
04

通
路

壁

窓

casual
04   03

casual
01  02右

前

後

左

the Context of workplace
データベース

Complementary
context
database

Complementary
context
database

Personal
context vectors

databaseInput form

Input form
or
sql

API crawler

「オープンで明るいカジュアルなコミュニケーションエリア」という
ような恣意的な表現になりがちなレイアウトの特徴を数値化し、

コンピュータの計算に使いたい 

‘Seating index’
ヒトが一定時間滞在する場を’Seat’(席)とし、

自らの特徴(‘Seat type)と
隣接4方向(‘Neighbor’)にある’Seat type’,あるいは、
建物構造’building element’を定義によって

比較的単純なベクトルで表現 

aWtW計算︓
‘Activity & Place’(”ABW”)相関配列: Mpa

の構築に活⽤
インター
ネット

センサー
クラウド
システム

API

他の調査結果
データベース

ワーカー

気象庁天気サイト API

③②

① x: アクティビティベクトル

y: プレイスベクトル

‘Activity & Place’(”ABW”) 
相関配列: Mpa

‘Activity Affecting’
相関配列: MMaa

‘Place Determining’
相関配列: MMpp

‘Place Determining’コンテキスト

‘Activity Affecting’コンテキスト

xx’’==  ccaappccvvaaMMaaxx

yy’’==

ccppppccvvpp
･･MMpp

個
人
の
重
み
付
け

p
c
v a
i

個人の重み付け ppccvvppii

*

*

* *

*
組織の重み付け ooccvvppii

*
組
織
の
重
み
付
け

o c
v
ai

* *

*

*

一人作業
高集中,

一人作業
低集中,

ｶｼﾞｭｱﾙ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ, …

{ }x0, x1, x3, …

降水確率, 家族のケア, …
{ }cp0,… cp5,… …

{

職種 ca0, …
⼼理的安全性 ca5, …
室温 ca10, …
⋮ ⋮}

{

ホームオフィス y0,
3rd プレイス y1,

セ
ンタ

ー
オ

フィ
ス

フォンブース y2,
オープンデスク y3,
会議室 y4,

⋮ ⋮}

the Context of Workplaceを３つに分け計算
① ’Activity affecting: アクティビティに影響するコンテキストと
アクティビティの相関を計算

② ‘Place determing’: プレイスの決定に直接影響するコンテキストと
プレイスの相関を計算

③ アクティビティとプレイスの相関(“ABW”)を計算

aWtWアプリ

aWtWアプリ
様々なソースからデータを収集するマルチデータベースシステム

として、ワーカー用aWtW計算アプリを開発 



４パターンの室内環境値・降水確率
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• 何ができるようになったか？ ‘Required Seats Ratio’ のシミュレーション

6人分中

4.6シート

6人分中

5.4シート

ワーカーは、会社
が想定しているほ
ど会社には来ない

会社の
期待

個人の
事情を
勘案

センター
オフィス

センター
オフィス

ホームオフィス、3rdプレイスと
センターオフィス内の５つのプレイスを想定

ブース オープンデスク オープン
カジュアル

セミクローズ
カジュアル

会議室

cx_type the context of 
workplace

Person1a Person1b Person2a Person2b Person3a Person3b ocv
pcv pcv pcv pcv pcv pcv

Activity 
affecting
(General)

職種

管理

1.0 1.0 1.0 1.0

100%

1.0

100%

1.0 0.1
調整 100% 100%
企画

研究開発 100% 100%
営業

⼼理的安全性 たいへん良い 1.0 たいへん悪い 1.0 たいへん良い 1.0 たいへん悪い 1.0 たいへん良い 1.0 たいへん悪い 1.0 0
Home office
dependent ホームオフィス環境 同居、⾃分専⽤

の仕事場がない 1.0 同居、⾃分専⽤
の仕事場がある 1.0 ⼀⼈暮らし 1.0 同居、⾃分専⽤

の仕事場がない 1.0 ⼀⼈暮らし 1.0 同居、⾃分専⽤
の仕事場がない 1.0 0

3rd Place 
dependent) お気に⼊りの3rdプレイス なし 1.0 オープン

シェアオフィス 1.0 なし 1.0 オープン
シェアオフィス 1.0 なし 1.0 レンタルボックス 1.0 0

Center 
office 

dependent

オフィスに
いる⼈

好きな⼈がいる Yes 1.0 Yes 1.0 Yes 1.0 Yes 1.0 Yes 1.0 Yes 1.0 0
嫌いな⼈がいない Yes 1.0 Yes 1.0 Yes 1.0 Yes 1.0 Yes 1.0 Yes 1.0 0

室温
22℃ to 24℃ 1.0 1.0 1.0 1.0 0.0 0.0

1/724℃ to 26℃ * 1.0 * 1.0 * 1.0 * 1.0 * 1.0 * 1.0
26℃ to 28℃ 1.0 1.0 0.5 0.5 0.0 0.0

湿度
35% to 45% 1.0 1.0 1.0 1.0 0.0 0.0

1/745% to 55% * 1.0 * 1.0 * 1.0 * 1.0 * 1.0 * 1.0
55% to 65% 1.0 1.0 0.5 0.5 0.0 0.0

CO2 [ppm] * 1.0 * 1.0 * 1.0 * 1.0 * 1.0 * 1.0 1/7

照度
300Lx未満 1.0 1.0 0.5 0.5 0.0 0.0

1/7300-600Lx * 1.0 * 1.0 * 1.0 * 1.0 * 1.0 * 1.0
600Lx超 1.0 1.0 0.5 0.5 0.0 0.0

ドリンク
スナック等

ドリンク 1 1.0 1 1.0 1 1.0 1 1.0 1 1.0 1 1.0
1/7スナック 0 0.0 0 0.0 0 0.5 0 0.5 0 1.0 0 1.0

⾷事 0 0.0 0 0.0 0 0.5 0 0.5 0 1.0 0 1.0

Place
determining

オフィスの場所 たいへん好き 1.0 たいへん好き 1.0 どちらでもない 1.0 どちらでもない 1.0 たいへん嫌い 1.0 たいへん嫌い 1.0 1
通勤時間 30分未満 1.0 30分未満 1.0 30 - 60分 1.0 30 - 60分 1.0 120分超 1.0 120分超 1.0 0.5
家族のケア ほとんど不要 1.0 たいへん必要 1.0 ほとんど不要 1.0 たいへん必要 1.0 ほとんど不要 1.0 たいへん必要 1.0 0
降⽔確率 * 1.0 * 1.0 * 1.0 * 1.0 * 1.0 * 1.0 0

2025/Jan
AM

2025/Apr
AM

2025/Jul
AM

2025/Oct
AM

室温 20℃ 23℃ 27℃ 25℃

湿度 20% 50% 60% 40%

CO2 1500ppm ← ← ←

照度 500Lx ← ← ←

降⽔確率 0% 30% 100% 50%

それぞれaWtW計算を行い、
‘Required Seats Ratio’に変換

（変換方法は、論文本文を参照）

6人のワーカーを想定
• ２人ずつ(各a/b)は会社が重み付けしたところ(緑色字)はコンテキスト、pcvは同じ
• その他のコンテキスト・pcvは違う(赤字)


